
どんな場所にもコンクリート打ち放しを表現 木・ボード等 

低汚染性 

外壁仕上材 左官・塗装工法 

ワンオフ（現場調合タイプ） 

施工精度の均一化 



打ち放しコンクリートのデザインを自由自在に。 

「世界に一つだけ」の壁へ。 

下地を選ばず、建築方法も選ばず。木下地、ボード下地、コンクリートブロッ

ク下地、いかなる下地もコンクリート打ち放し仕上げに。 

パネコート打ち放し仕上げ、杉板本実打ち放し仕上げ、杉板浮造打ち放し仕上

げ、あらゆる型枠のコンクリート打ち放しも表現します。現場打ちコンクリー

トに発生したわずかなピンホール、打継、豆板も調整します。 

外壁仕上げは低汚染フッ素樹脂仕上げでむき出しのコンクリートをはるかに超

える耐久性を持っています。 

３種 

パネコート仕上げ 杉板浮造仕上げ 杉板本実仕上げ 

杉板浮造パネル（サイディング） ピンホール（空気あばた）表現 


